
令和２年度事業報告書

特定非営利活動法人チーム・スピリット　

Ⅰ　事業期間：令和2年年4月1日～令和3年3月31日

· 公益財団法人　日工組社会安全研究財団の県域安全事業として「還付金詐欺撲滅」および「自転車前かごカバー普及活動」の助成金￥527,740円（うち交通費として￥27,740円）の助成金をいただきました。

· 助成対象事業名：「還付金詐欺撲滅」および「自転車前かごカバー普及活動」
· 大阪府警察の重点目標に沿って地域のボランティアと地域住民の参加による｢特殊詐欺撲滅に向けた総合対策の実施｣を重点目標に活動を実施する事としました。
· 活動について4月7日に大阪府知事から緊急事態宣言が発出され集団での会合や「三密」が生じる行動の自粛要請がありました。

そこで活動関係者で会議を持ち協議した結果、本年度の活動は大阪府堺警察署が

中心となって活動を展開することが決議されました。

· 大阪府堺警察署ではひったくり防止自転車前かごカバー300枚、還付金詐欺撲滅啓発ティシュ3,000個の啓発活動を実施していただきました。

· 堺区のＡＴＭに特殊詐欺被害防止の啓発用チラシの掲示。

· 特殊詐欺被害防止の啓発ちらし23,670部の新聞折り込みの実施。

· 10月11日イオンモール堺鉄砲町で高校生による秋の川柳甲子園（特殊詐欺防止川柳の募集）活動を実施していただきました。
· 10月2日公益財団法人日工組社会安全研究財団に来期の事業提案書を提出しました。

· 10月14日堺警察署長より活動が認められ感謝状の贈呈を受けました。

· 11月6日:公益財団法人　日工組社会安全研究財団に【「還付金詐欺撲滅」および「自転車前かごカバー」普及活動】の活動の成果と次年度の提案事業についてプレゼンテーションを行いました。

· 機関紙：チーム・スピリット「活動報告書」を1月29日に発刊しました。
Ⅱ　事業の成果
· 本年度は緊急事態宣言が発出されている中で活動は大幅な制限を受けました。

しかしながら「還付金詐欺撲滅」普及活動及び「ひったくり防止カバー」普及活動については堺警察署が中心になって活動を全面的にバックアップしていただけたのが大きな成果だと考えています。
· 青色防犯パトロールは開始以来4年を経過し、児童、学校、自治会の方々に浸透した活動となっています。
巡回の回数は月平均2回、エリアは榎小学校、三国ヶ丘小学校の登校エリアで実施しました。
　１　特定非営利活動に係る事業

　（１）（事業名）「還付金詐欺撲滅」および「自転車前かごカバー普及活動」
　　　　（内　容）府民が還付金詐欺にあわない様に啓発活動を実施。また自転車の前かごカバーの普及を促進し府民がひったくり被害を受けない様にする活動。
　　　（実施場所）堺警察署の管轄する地域及び西成警察署の管轄する地域　

　　　（実施日時）令和2年4月1日～令和3年3月31日まで
　　　（事業の対象者）堺警察署及び西成警察署の管轄する地域の大阪府民。
　　　（収　入）￥527,740円（事業助成金：公益財団法人日工組社会安全研究財団）
　　　（支　出）￥657,726円　　
　（２）機関紙：チーム・スピリット活動報告書を1月に発行しました。
　　２　その他の事業

（事業名）無し
（内　容）

　　（実施場所）　

　　（実施日時）　

　　（事業の対象者）

　　（収　入）
　　（支　出）　　

Ⅳ　社員総会の開催状況

　令和3年第1回通常総会

（日　時）　　令和3年6月23日　17時30分から18時30分に開催
（場　所）　　当法人事務所
（社員総数）　11名

（出席者数）　11名（うち委任状出席者3名）

（内　容）　　

1. 議事の概要及び議決の結果
第1号議案　令和2年度事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支決算書付議の件、
　審議の結果、全員一致で可決承認

第2号議案　令和3年度活動予算承認の件､
　審議の結果、全員一致で可決承認

第3号議案　議長は理事全員が令和3年6月19日任期満了につきその改選方を議場に諮ったと

ころ満場一致をもって、理事は互選され、互選者はいずれもその就任を承諾した。
Ⅴ　理事会その他の役員会の開催状況

　（日　時）　　令和3年6月23日　18時40分から19時10分に開催

（場　所）　　当法人事務所
1.
議事の概要及び議決の結果

第1号議案　令和2年度事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支決算書付議の件、
　　　審議の結果、全員一致で可決承認

第2号議案　令和3年度活動予算承認の件､
　　　審議の結果、全員一致で可決承認
　　第3号議案　議長は理事全員が令和3年6月19日任期満了につきその改選方を議場に諮ったと

ころ満場一致をもって、理事は互選され、互選者はいずれもその就任を承諾した。
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